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平成31年3月8日（金）　　　　　司会・記録：矢幅　佳恵
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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・各種提出書類について、管理者印は慶長が捺印する為、忘れずに提出すること。
・年次有給休暇を申請したら慶長JGMへ報告すること。年休希望を記載できるカレンダーを準備しているため、各自確認して記載すること。

・デイケア保険について、利用者に案内をしているため、加入希望者がいた際には、用紙への記載を促していくこと。デイナイトケア利用者に関しては、青風荘スタッフへ情報を伝えている。

・4/20（土）六角堂祭、春の会実施。
・3/26、27、28中級昇格試験実施。

＜研修案内＞
〔内部研修〕

・看護グループ内研修
　3/13（水）17:15～18:15　テーマ：精神科看護の役割　講師：佐藤AOM

〔外部研修〕

・3/23（土）アルコール関連の研修会が青森市で開催される。詳細は部署宛てのWIZメールを確認すること。

・3/28（木）認知症セミナーの案内があり、詳しくはWIZ掲示板を確認すること。

＜各種締め切り＞
・疾患別診療計画書（医師評価必要な方の分）3/25（月）までに慶長JGMへ。書式内の意向聴取者は馬場の名前を入れること。

・経過記録3/8（金）

＜利用者様情報＞
デイケア
・松川　順子様　～いつもより少し遅く来所している。昼食で使用する券がないと話し、リュックサックから荷物を出して探している。「あれ、どこいったかな」と数分探しており、券が見つかった後は落ち着き、プログラムに参加している。
プログラムの合間にはテーブルに顔を伏せており、眠いと話している。昨日は眠れたが眠さがあるとの事。眠い以外に不調はないと話している。
・川口　八寿子様～普段よりやや遅めに来所しており、「バスが時間通りに来なかった。」と話している。母様が膀胱の疾患で来週月曜日から数日間の入院になるが、夕食は配食サービスを頼む予定とのこと。スタッフから「心配ですね。」と声を掛けると「まぁ年だし、仕方ないですよ。」と気にしていないような返答をしている。その後、エアロビに参加するが途中で足を止める為、声掛けにて休憩している。表情冴えず、母様の事が気にかかるとの事でデイケアでは無理せずに過ごすように伝えている。
・田端　香織　様～本人より、「精神的に不安定なので、休みます。」と電話がある。具体的な症状を聞くと、落ち着かないとの事。デイケアの利用日が増えてから不調が多くなっている事を伝え、負担になっているのであれば、母様と話し合い元の利用日に戻してはどうか伝えている。「かわりました。お母さんとはなしてみます。」と返答し、終話している。本日は上記理由でデイケア欠席となる。
・高山　英佐様　～本人より「母の具合が悪いので、病院に付き添うので休みます。」と電話がある。母様の具合が悪いのであれば仕方ないが、就労に為に休まずに通所して欲しい事を伝えると返答はし、来週はデイケアを利用すると話し、終話している。上記理由でデイケア欠席となる。
・中村　鶴子様　～冬頃から調子が悪く、デイケアを休んでいる。デイケア利用日の金曜日に移山寮の仕事をしたり、交際相手（高阪　博英様）へ連絡を取っていないと言う。デイケアを辞めたいと思う事もあると言う。交際相手に対して、自分に合う為に金曜日にデイケアを利用しているならば、身体の事も考え三沢のクリニックに変更したらどうか伝えて欲しいと病院で居合わせた青陽館スタッフへ依頼がある。当人同士で話して頂いている。
・高阪　博英　様～交際相手（中村　鶴子様）と久々に会ったと言い、二人で静かに会話している。交際相手の調子が悪い為、電話を控えており、今後も回復を待ち連絡はせずに見守るとの事。「自分は大丈夫だから。」と言うが
　　　　　　　　　来所時の血圧が高く、脈拍も早い為動揺が窺える。

デイナイトケア
・吉田　富秋様～青風荘から情報提供がある。昨日松尾歯科医院を受診し、型取りした上下の義歯を装着している。義歯が当たるようであれば都度同院へ連絡ほしいと言われたという。次回受診日は3/13（水）で、残存歯の掃除と装着後の付け合わせの確認を行う予定。装着後の食事摂取時に疼痛を訴えることがあったため早めの連絡を検討しているという。食事摂取時は前の義歯を使用している。

・奥山以依子様～青風荘から情報提供がある。鼻腔内をいじったことによりかさぶたが認められ、前回かねた内科耳鼻科医院から処方されたハイセチン軟膏を塗布している。鼻をかむ行為が頻回であったとのこと。本日のデイナイトケアでは上記行為は認められない。

・板橋　利美様～青風荘から情報提供がある。みぞおち辺りの疼痛や胃のむかつきは持続している。今朝の朝食の食事摂取量は全体的に1/2。昨日のような検査結果等の不満を訴えることはなく、各種プログラムに参加している。

・吉田キクエ様～左脇腹を押えながら場所移動することがあり確認すると「前より痛みが強くなってるんだよ」と返答している。そのため病院受診を勧めるが、「怖いんだもん」と受診拒否している。

・小笠原富治様～「昨日の夕方から歩くと痛い」と右大腿部の疼痛を訴えている。スタッフの助言により運動療法を見学したり上半身を中心に動かしたりして参加している。

ナイトケア
・特記事項なし
＜外来患者様情報＞

・田名部　一樹様～著変なし。幻覚妄想はなく落ち着いている。就労にむけて自分の行動やしぐさなどを見直しているところ。無意識に相手に不快な思いをさせていたことを指摘された。処方継続する。

・川村　享様～BW：70.6kg変わりないです、と。薬物療法は日赤精神科。通院も規則的。

・駒木　洋士様～順調です、と。目立った気分変動なく経過。診察時も落ち着いて話すことができている。眠気はさほど気にならない程度。処方継続する。

・中村　鶴子様～最近の様子としては、移山寮での仕事も楽しくやれているという。仕事は、味噌餅を焼いたり割り箸を作っていたりと充実していたようである。先週は「むねがもやもやして悪いときがあった」というが、今は軽減している。訴えとしては、これまでと同様に、物覚えが悪いことは言っている。また、自分に禍が起こるようなことを空想したりしていたという。状態はそれなりに安定している。

